
第１７回

ＲＡトータル
 マネジメントフォーラム

ＪＲ・新幹線・京急　「品川駅」港南口より
品川インターシティスカイウェイ（歩行者専用通路）にて徒歩 5 分

【日　時】　平成２８年２月６日（土）　 １２時３０分～１８時００分（開場１１時３０分）

【場　所】　品川インターシティホール
　　　　　　東京都港区港南２-１５-４  品川インターシティホール棟１階 ／ Ｔｅｌ.０３-３４７４-０４６１

【参加費】 1,000 円（事前参加登録は不要です）

【単　位】 日本リウマチ財団登録医単位 ……………………………………… １単位

 日本リウマチ財団登録リウマチケア看護師研修単位 ………… ４.５単位

 日本リウマチ財団リウマチ登録薬剤師研修単位※ ……………… ４.５単位
 　※研修会参加実績 1 回　経過措置期間

 ＊参加者全員に日本リウマチ財団から修了証書が授与されます。　

共 催：（公財）日本リウマチ財団
ＲＡトータルマネジメント研究会
エーザイ株式会社
エーディア株式会社

交 通
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京浜急行線

第一京浜（国道15号）

高輪口（西口）

港南口（東口）

品　川　駅 ＪＲ線

新幹線

（アトレ品川）

ＪＲ品川イーストビル

品川グランドコモンズ

ＮＴＴデータ
品川ビル

（アレア品川）

ＮＴＴ
品川
ツインズ

スカイ
ウェイ

Ｂ棟
Ａ棟

Ｃ棟
（ソニー）

品川インターシティ

ショップ＆
レストラン棟

品川イースト
ワンタワー

太
陽
生
命

品
川
ビ
ル

品
川
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー

三
菱
重
工

ビ
ル キ

ャ
ノ
ン

Ｓ
タ
ワ
ー

←
東京駅

→
羽田空港
横浜方面

備考（以前に展示の有無）

E-mail: a-kori@hhc.eisai.co.jp
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事務局代行
エーザイ㈱　統合マーケティング部内　担当：郡　亜弥 （㈱サンプラネット）行

申込期限：1 次締切　締め切りました
　　　　　2 次締切　2015 年　1 月 30 日（金）必着
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施設名 :
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第 17 回 RAトータルマネジメントフォーラム
プ  ロ  グ  ラ  ム

開会の辞12:30～12:35 RAトータルマネジメント研究会　代表  　　　　　　
一番町リウマチクリニック　顧問　山本 純己

（発表 7 分、質疑応答 3 分）
座長：比企病院　忽那 龍雄

13:35～14:35 Part 2「全国ＲＡケア活動　推薦演題－2」

7. リウマチ患者さんの妊娠と育児
　　　  カリキュラムコード（看）2-2・2-3・3-2　（薬）2-1・2-2・3-2

福岡県　医療法人近藤リウマチ・整形外科クリニック　看護師　木下 哲子
8. RA 患者における MTX の副作用を見逃さない！
    ～汎血球減少を生じた３例から学んだこと～
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2

富山県　市立砺波総合病院　整形外科　看護師　今井 さおり
9. RA 患者の生物学的製剤自己注射に対する意識と、
　 自己注射補助具の使用満足度に関する調査
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-1・2-2・2-3

石川県　城北病院　リウマチ科　看護師　林　 　優
10. 関節リウマチ患者の感染予防行動について（手洗い行動の実態）

　　　  カリキュラムコード（看）2-2・2-3・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2

鳥取県　鳥取大学医学部附属病院　看護師　沢本 知里
11. メトトレキサート内服患者への休薬に関する認識
       －メトトレキサート内服治療中のリウマチ患者質問紙調査より－

　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2

岡山県　倉敷成人病クリニック　看護師　田中 晃代
12. 関節リウマチ患者における骨粗鬆症治療薬の使用状況

　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-1・2-2・2-3

佐賀県 　佐賀大学医学部附属病院　薬剤師　江口 弘晃

13:35～

13:45～

13:55～

14:05～

14:15～

14:25～

12:35 ～13:35

座長：国立病院機構仙台西多賀病院　齋藤 輝信
Part 1「全国ＲＡケア活動　推薦演題－1」

1. 自己注射指導における看護師の役割
　　　  カリキュラムコード（看）2-3・3-1・3-2　（薬）2-1・2-2・2-3

北海道　函館五稜郭病院　整形外科外来　看護師　足立 栄子
2. 自己注射指導の現状とその後の患者意識
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・2-3　（薬）2-1・2-2・2-3

宮城県　いずみ向日葵クリニック　看護師　鈴木 光子
3. リウマチ患者の足部の感染予防に対する意識向上への取り組み
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-1・3-1・3-2

新潟県　新潟県立リウマチセンター　看護師　千葉 純子
4. 当院の服薬指導～患者さんと看護師の関わりの中で～
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・2-3　（薬）2-1・2-2・3-1

愛知県　さいとう整形外科リウマチ科　看護師　佐藤 庸子
5. リウマチ患者の看護
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・2-3　（薬）1-2・2-1・3-1

宮崎県　善仁会 市民の森病院  看護部　看護師　緒方 愛子
6. 生物学的製剤の労働生産性に与える影響について
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・2-4　（薬）1-1・2-1・2-4

愛媛県　やまだリウマチクリニック　院長　山田 一人

12:35～

12:45～

12:55～

13:05～

13:15～

13:25～

（発表 7 分、質疑応答 3 分）

※日本リウマチ財団リウマチケア専門職制度研修カリキュラムコード番号　（看）: 看護師、（薬）: 薬剤師

16:00～16:15 休　憩

17:55～18:00 装具・自助具の表彰および閉会の辞

テーマ「高齢化したRA患者の問題点と対策」16:15～17:15 ■シンポジウム■

17:15～17:55 ■特別講演■

座長：佐川昭リウマチクリニック　　　　　　　　　佐川　 昭
医療法人近藤リウマチ・整形外科クリニック　近藤 正一

1. 高齢 RA 患者の現状と問題点
　　　  カリキュラムコード（看）1-1・1-2・2-2　（薬）1-1・2-1・3-1

医療法人近藤リウマチ・整形外科クリニック　院長　近藤 正一
2. 在宅に向けた看護ケアの現状とリウマチケアナースの役割
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・3-1　（薬）2-1・2-5・3-1

札幌山の上病院　リウマチ膠原病センター　看護師　三上 美江子
3. 医療ソーシャルワーカーによる支援
　　　  カリキュラムコード（看）2-4・3-1・3-4　（薬）2-1・2-4・3-1

大阪医科大学附属病院　広域医療連携センター患者支援室　医療ソーシャルワーカー　主幹　小野 美鈴

座長：新潟県立リウマチセンター　村澤　 章
「抗リウマチ薬のリスクマネジメント
　　　　　－安全性エビデンスの理解と活用に向けて－」

演者：東京女子医科大学附属膠原病リウマチ痛風センター　特任教授　針谷 正祥

座長：鹿児島赤十字病院　松田 剛正　
15:00～16:00 Part 4「全国ＲＡケア活動　推薦演題－3」

RAトータルマネジメント研究会　代表  　　　　　　
一番町リウマチクリニック　顧問　山本 純己

13. リウマチ患者の在宅ケア
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-4・3-1・3-4　（薬）2-4・2-5・3-1

鹿児島県　今林整形外科病院　作業療法士　高浜 　智
14. 関節リウマチ患者の全般評価に影響する因子の検討
      ～人工膝関節置換術後の遺残疼痛を呈した一例を経験して～
　　　  　 カリキュラムコード（看）1-1・2-1・2-2　（薬）2-1・3-1・3-4

福井県　福井総合病院　リハビリテーション課　理学療法士　伊藤 直之
15. 関節エコーを用いてＴ字杖の使用を検討した関節リウマチの１症例
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・2-3　（薬）2-1・3-1・3-4

茨城県　土浦協同病院　理学療法士　蛯原 文吾
16. 作業療法における動作指導が日常生活の満足度の向上に有用であった
　　RA 患者の一症例
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-1　（薬）2-1・3-1・3-4

大阪府　大阪医科大学附属病院　リハビリテーション科 　作業療法士　遠近 太郎
17. 外来リウマチ患者に対する運動療法とその展開
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-1　（薬）2-1・3-1・3-4

東京都　平成立石病院付属リリオクリニック　理学療法士　古田 和大
18. 関節リウマチ患者への外来窓口における薬剤科の取り組み
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2

群馬県　慶友整形外科病院　薬剤科　薬剤師　益子 　恵

（発表 7 分、質疑応答 3 分）

15:00～

15:10～

15:20～

15:30～

15:40～

15:50～

座長：神戸海星病院　立石 博臣
14:35～15:00 Part 3「装具・自助具の工夫展・閲覧」

◆◆◆ ティーブレイク ◆◆◆
歓談するとともに、自助具展示品の閲覧・意見交換・投票を行います。
展示品は出展されたご施設が創作されたものです。

カリキュラムコード（看）2-1・3-1・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2



第 17 回 RAトータルマネジメントフォーラム
プ  ロ  グ  ラ  ム
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7. リウマチ患者さんの妊娠と育児
　　　  カリキュラムコード（看）2-2・2-3・3-2　（薬）2-1・2-2・3-2

福岡県　医療法人近藤リウマチ・整形外科クリニック　看護師　木下 哲子
8. RA 患者における MTX の副作用を見逃さない！
    ～汎血球減少を生じた３例から学んだこと～
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2

富山県　市立砺波総合病院　整形外科　看護師　今井 さおり
9. RA 患者の生物学的製剤自己注射に対する意識と、
　 自己注射補助具の使用満足度に関する調査
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-1・2-2・2-3

石川県　城北病院　リウマチ科　看護師　林　 　優
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11. メトトレキサート内服患者への休薬に関する認識
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北海道　函館五稜郭病院　整形外科外来　看護師　足立 栄子
2. 自己注射指導の現状とその後の患者意識
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・2-3　（薬）2-1・2-2・2-3
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　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-1・3-1・3-2

新潟県　新潟県立リウマチセンター　看護師　千葉 純子
4. 当院の服薬指導～患者さんと看護師の関わりの中で～
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・2-3　（薬）2-1・2-2・3-1

愛知県　さいとう整形外科リウマチ科　看護師　佐藤 庸子
5. リウマチ患者の看護
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・2-3　（薬）1-2・2-1・3-1

宮崎県　善仁会 市民の森病院  看護部　看護師　緒方 愛子
6. 生物学的製剤の労働生産性に与える影響について
　　　  カリキュラムコード（看）2-1・2-2・2-4　（薬）1-1・2-1・2-4

愛媛県　やまだリウマチクリニック　院長　山田 一人

12:35～

12:45～

12:55～

13:05～

13:15～

13:25～

（発表 7 分、質疑応答 3 分）

※日本リウマチ財団リウマチケア専門職制度研修カリキュラムコード番号　（看）: 看護師、（薬）: 薬剤師

16:00～16:15 休　憩

17:55～18:00 装具・自助具の表彰および閉会の辞

テーマ「高齢化したRA患者の問題点と対策」16:15～17:15 ■シンポジウム■

17:15～17:55 ■特別講演■

座長：佐川昭リウマチクリニック　　　　　　　　　佐川　 昭
医療法人近藤リウマチ・整形外科クリニック　近藤 正一

1. 高齢 RA 患者の現状と問題点
　　　  カリキュラムコード（看）1-1・1-2・2-2　（薬）1-1・2-1・3-1

医療法人近藤リウマチ・整形外科クリニック　院長　近藤 正一
2. 在宅に向けた看護ケアの現状とリウマチケアナースの役割
　　　  カリキュラムコード（看）1-2・2-2・3-1　（薬）2-1・2-5・3-1

札幌山の上病院　リウマチ膠原病センター　看護師　三上 美江子
3. 医療ソーシャルワーカーによる支援
　　　  カリキュラムコード（看）2-4・3-1・3-4　（薬）2-1・2-4・3-1

大阪医科大学附属病院　広域医療連携センター患者支援室　医療ソーシャルワーカー　主幹　小野 美鈴

座長：新潟県立リウマチセンター　村澤　 章
「抗リウマチ薬のリスクマネジメント
　　　　　－安全性エビデンスの理解と活用に向けて－」

演者：東京女子医科大学附属膠原病リウマチ痛風センター　特任教授　針谷 正祥

座長：鹿児島赤十字病院　松田 剛正　
15:00～16:00 Part 4「全国ＲＡケア活動　推薦演題－3」

RAトータルマネジメント研究会　代表  　　　　　　
一番町リウマチクリニック　顧問　山本 純己

13. リウマチ患者の在宅ケア
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-4・3-1・3-4　（薬）2-4・2-5・3-1

鹿児島県　今林整形外科病院　作業療法士　高浜 　智
14. 関節リウマチ患者の全般評価に影響する因子の検討
      ～人工膝関節置換術後の遺残疼痛を呈した一例を経験して～
　　　  　 カリキュラムコード（看）1-1・2-1・2-2　（薬）2-1・3-1・3-4

福井県　福井総合病院　リハビリテーション課　理学療法士　伊藤 直之
15. 関節エコーを用いてＴ字杖の使用を検討した関節リウマチの１症例
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・2-3　（薬）2-1・3-1・3-4

茨城県　土浦協同病院　理学療法士　蛯原 文吾
16. 作業療法における動作指導が日常生活の満足度の向上に有用であった
　　RA 患者の一症例
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-1　（薬）2-1・3-1・3-4

大阪府　大阪医科大学附属病院　リハビリテーション科 　作業療法士　遠近 太郎
17. 外来リウマチ患者に対する運動療法とその展開
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-1　（薬）2-1・3-1・3-4

東京都　平成立石病院付属リリオクリニック　理学療法士　古田 和大
18. 関節リウマチ患者への外来窓口における薬剤科の取り組み
　　　  　 カリキュラムコード（看）2-1・2-2・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2

群馬県　慶友整形外科病院　薬剤科　薬剤師　益子 　恵

（発表 7 分、質疑応答 3 分）

15:00～

15:10～

15:20～

15:30～

15:40～

15:50～

座長：神戸海星病院　立石 博臣
14:35～15:00 Part 3「装具・自助具の工夫展・閲覧」

◆◆◆ ティーブレイク ◆◆◆
歓談するとともに、自助具展示品の閲覧・意見交換・投票を行います。
展示品は出展されたご施設が創作されたものです。

カリキュラムコード（看）2-1・3-1・3-2　（薬）2-2・2-3・3-2



第１７回 RAトータルマネジメントフォーラム

装具・自助具の展示募集

【事務局代行】（お問い合わせ先・装具・自助具の展示応募先）

E-mail：a-kori@hhc.eisai.co.jp
株式会社サンプラネット ＭＣＶ事業部　担当：郡　亜弥
〒162-0812 東京都新宿区西五軒町13-1 住友不動産飯田橋ビル 3 号館　エーザイ株式会社内
TEL：03-5228-7120　FAX：03-5229-0705

【事務局】 
エーザイ株式会社　統合マーケティング本部　担当：吉崎 清悟

1．  装具・自助具展示の概要
１）  学会のポスター展示をさらに和やかにしたイメージでお考え下さい。

２）  ティーブレイクをとりながらの意見交換がメインですので、その時間帯は展示品のそばで説明
や質疑応答をお願いいたします。それ以外の時間は側に立つ必要はありません。

３） 前回に出展された施設におかれましては「その後の改良」や「その後の評価（実際に使われてい
るか）」についての展示も歓迎致します。

４） すでに商品化されていたり、マーケティングベースで利益を得ているもの、登録商標等を取得して
いるものは採用しません。

５）  会場のテーブル上に実物と資料（後述）を配置することになります。

2．  出展の数について
1 施設あたりの品数に特に制限はありませんが、スペースの都合上、全体の数が 20 品程度のと
ころで、締め切らせていただくことがありますのでご了承ください。

3．  資料の作成
１）展示物についての簡潔なコメントをＡ４の用紙 1～2 枚におまとめ下さい。

２）内容項目

（1）名称（装具の場合は適応部位が分かるような名前を冠していただく）、（2）適応・目的、

（3）制作時のポイント・コツ、（4）装着時（使用時）のポイント・コツ、（5）アイデア上の特徴、

（6）デザイン上の特徴（見栄え）、（7）実用度（使われているかどうか）の評価…使用者の印象でも可、

（8）問い合わせ先（施設名・住所・所属・名前・TEL）

4．  応募要領
１）  下記の項目を明記の上、事務局代行までＥメールにてお申し込み下さい。

　　（1）装具・自助具の名称　 （2）適用部位　 （3）氏名　 （4）施設名、科名　 （5）職種
　　（6）連絡先 E メールアドレス、電話番号

２）  申込期限

2016 年　1月 22 日（金）必着
※資料は 2016 年 1月 25 日（月）までに事務局代行まで E メールにてご送付ください。

5．  その他
１）実物は出来るだけご持参下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ただし、かさばるものは余裕をもってエーザイＭＲに託していただいても結構です。

２） 当日の展示受付時間は11時 30 分からです。


